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ここでは、原稿用紙（げんこうようし）に作文や読書感想文を書く時のきまりを説明しま

す。

小中学生が、宿題や、作文・読書感想文のコンクールに提出するための作品を書く時に使

う、原こう用紙の使い方を調べてまとめました。画像入りで詳しく説明していきます。

主に縦書きの400字詰め原稿用紙（400じづめげんこうようし）についての説明です。

これがたて書き400字詰め原稿用紙です。

原稿用紙‒書き方のきまり
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題名は最初の行に、２～３マス下げて書く。

二行目の下に名前を書く。

段落の始めは一字下げて書く。

ゃゅょっ。、「」（かぎかっこ）はそれぞれ一文字として、一つのマス目に書く。

。、」（とじるかぎかっこ）が行の始めに来る時は、前の行末に書く。

原こう用紙の使い方‒基本的なきまり
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ちょっと迷ってしまいがちな原こう用紙の使い方について、１つ１つ説明していきます。

特に指定がない場合、タイトルを１行目、名前を２行目に書くのが一般的です。

では、本文はすぐ３行目から書いていいのかどうか、という疑問があるかもしれません。

小学生の原こう用紙の使い方として、３行目から本文を書く、という説明をしているところ

が多いです。

もし、見やすくするためにあけるとしても、何行もあけず１行だけあけるようにした方が

「余白で行数をかせごうとしている」と誤解される心配がなくていいのではないかと思いま

す。

その他のきまり

名前と本文の間は１行あける？

会話文のかぎかっこは１字下げるかどうか
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その会話文から段落が始まる場合は、一字下げます。段落の途中に会話文がある場合は、改

行し、一字下げずに「（かぎかっこ）を行頭（行の一番上のマス）に書きます。

小学校の国語の教科書は、会話文が２行以上になる時、２行目以降は１字下げて表記してい

る場合があります。これは小学校の教科書独特の表記のしかたなのだそうです。

参考：東京書籍　教科書に関する質問事例 

https://www.tokyo‒shoseki.co.jp/e‒mail/qanda/q‒js‒kokugo/q01‒04.htm

原こう用紙に作文を書く時には、会話文の２行目以降は一字下げずに一番上のマスから書く

のがふつうです。

会話文が２行以上になる時２行目以降を一字下げるかどうか
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会話文の終わりを句点+かぎかっことするか、かぎかっこだけでいいかという疑問で

す。。」にするか、」だけでいいか、ということですね。

小学校の教科書は、句点+かぎかっこです。

新聞や雑誌は、かぎかっこだけのことが多いです。

ちなみに、手元にある朝日小学生新聞を調べてみると、会話文の終わりはかぎかっこだけで

した。

かぎかっこをとじる時に句点を省略しない。これも、教科書独特の表記のようです。

小学生向けに原稿用紙の使い方を説明している本、通信教育、ウェブサイトを見ると、会話

文の終わりは句点+かぎかっことされています。

かぎかっこだけでも間違いではなく、例えば大学生の論文となったらまたちがうかもしれま

せんが、小学生の作文は、句点+かぎかっこで書くのが良いようです。

閉じるかぎかっこには句点をつけるの？
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会話文をかぎかっこで閉じた後は、改行し、次の文は次の行から書く場合が多いです。

会話の次の文から段落が変わる場合は一字下げます。段落が変わらない場合は一字下げずに

一番上のマス目から書きます。

会話文ではなく、強調したい語などにかぎかっこをつける場合があります。

この場合はかぎかっこから改行する必要はなく、とじるかぎかっこに句点はつけません。か

ぎかっこでとじた後の改行もしません。

会話文の「」の後次の行は１字下げるかどうか

会話文以外でかぎかっこを使う時
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これらが行頭に来てもよい。

前の行の最後の文字と一緒に書いてもよい。

どちらでもまちがいではないようですが、このあたりは先生によって教え方がちがうところ

だと思いますので、気になる場合は担任の先生に確認してください。

。、」は、基本的なきまりで書いたように、行頭にきてはいけないとされていますので、区

別して覚えましょう。

縦書きの原こう用紙では、数字は漢字で書きます。

けた数が大きいなど、算用数字の方が見やすいと思われる場合は、ねかせて書く場合もある

ようです。

っゃゅょは行頭に来てもいいか

数字はどうするか
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その場合は、１マスに２文字の算用数字が入ります。

記号としてのアルファベットは、１マスに１文字書きます。

小学生の作文では、ほとんど使わないと思いますが、英単語などを縦書きの原こう用紙に書

きたい場合は、ねかせて書く方法もあります。

１マスに２文字のアルファベットが入ります。

アルファベットはどうするか
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